
 

 

  

 

  
 

食中毒に気をつけて！ 
  

食中毒のほとんどは細菌が原因です。食中毒の原因となる細菌は生活環境のあらゆる

ところに存在します。食品が腐って食べられなくなるのとは違い、食中毒の原因となる

細菌が付着し、増えていても食品のにおいや色が変化することはありません。このため

私たちは、食品が汚染されていても、気づかずに食べてしまい食中毒を起こすのです。 

 

「もしかして食中毒かも？」と思ったら 
□ 症状（吐き気、嘔吐、腹痛、下痢、発熱、血便など）をチェック 

□ 最近食べたもの、便の様子、一緒に食事した人の様子を把握する 

□ 直ちに医療機関で受診 

□ 医師の診察を受けるまでは、自己判断で下痢止めを飲まない 

□ 嘔吐物や便の処理はゴム手袋を使用し、素手で触れないようにする 
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自己判断で下痢止めなどの 

薬をのむとかえって 

症状を悪化させてしまう 

恐れがあります 

お弁当はなるべく陽の当たらない

涼しいところで保管する 

食べる前に 

しっかり手を洗う 

口をつけて飲むと、口の菌が入って増殖する。

長時間の常温放置は避け、早めに飲みきる 

においや色の変化

ではわからない 

ペットボトルの飲み残しに注意 
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     「気胸」とは 
 

 

気胸は肺に突然穴があいてしまう病気、といわれますが、肺に穴があくといっても風船のよ

うに穴があいた瞬間に肺がつぶれるわけではありません。肺を包んでいる胸膜あるいは胸壁に

穴があき、空気が胸腔内に入り込むことによって、徐々に肺が押しつぶされるのです。 
 

気胸の種類 
 

自然気胸 気胸の中で一番多いのは自然気胸で、

10～20代の若い やせ形の男性に多く発症し

ます。原因は不明ですが、肺を包んでいる胸膜の

一部にブラと呼ばれる弱い部分ができ、そこに穴

があくことで気胸になります。 
 

緊張型気胸 空気が胸腔内で増え続けて肺を押

しつぶすと心臓や縦隔・静脈まで圧迫され、血液

循環が障害され、血圧も低下して意識がなくなります。直ちに処置が必要ですので、速やかに救急車を呼んでくだ

さい。 
 

女性特有の気胸 気胸は圧倒的に男性に多いのですが、女性特有の気胸もあります。その中に月経随伴性気胸が

あります。女性は月経になると子宮内膜成分がはがれ落ち、経血として体外に排出されます。その子宮内膜が子宮

外の臓器に迷入するのが異所性子宮内膜症で、肺や横隔膜に迷入した場合、月経時に気胸を起こす原因となるため、

月経随伴性気胸と呼びます。 
 

外傷性気胸 刃物や棒などが胸壁・肺を損傷した場合におこる気胸です。また、交通事故や転落などの強い外力 

で肺が損傷した場合や、肋骨を骨折して折れた骨が肺を傷つけた場合にも、気胸になることがあります。 
 

続発性気胸 肺がんや肺気腫などの肺の疾患に伴って発症する気胸です。原疾患が治癒しないと治りにくいのが 

特徴です。喫煙は肺に気腫性変化をもたらし、将来気胸の原因となります。 
 

気胸の診断・治療 
 

   気胸は発症時にはレントゲンやＣＴで診断できますが、治ってからでは困難で

す。受診のタイミングには注意してください。比較的軽度の気胸の場合は安静に

していれば軽快します。しかし、肺がなかなか広がらない場合や肺がさらに潰れ

てしまう場合にはドレーンというチューブを胸腔内に留置し､漏れた空気を体外

に脱気する“胸腔ドレナージ”をして“空気漏れ”が治るのを待ちます。なかな

か空気漏れが止まらない場合には、手術で空気が漏れている部分を含めて切除し

て縫合します。 
  

保存的治療では約半数、また手術後でも約5～10％の確率で気胸が再発します。術後でも息苦しさを伴う胸痛

が出現したら再発を疑い、医療機関を受診してください。気胸治療後は強くいきむことを避け、飛行機の長時間の

フライトは数ヶ月間避ける方がよいでしょう。 

 

 

 
 
 

気胸発症の予防 
 

   自然気胸がおこる原因は不明とされていますが、入院する患者さんには過度のストレス、睡眠不足、偏食傾向 

などの生活習慣の乱れが共通してみられることが多く、これが気胸の発症に関与していると思われます。再発予 

防のためにはストレスをためず、バランスのよい食事を心がけ、規則正しい生活を送ることが大切です。 

 

参考：高校保健ニュース／昭和大学病院呼吸器外科 片岡大輔 先生 

富山高校生にも 

ときどきみられる 

【 医師の相談が必要なもの】 
 

● 飛行機  ● 登山  ● 呼吸を使う管楽器の演奏  ● スキューバダイビング など 

肺の表面にできた風船状のブラ 

／昭和大学病院提供 


